
【江戸東京博物館】 令和４年度目標達成シート 資料３－１

成果と課題（評価指標の結果も含めた成果、分析、評価、課題、対応）

●学芸員の地道な調査活動により、希少価値の高い資料を収集でき、コレクションの価値を高める活動が
継続できた。また、４年間にわたって実施してきた大規模改修工事に伴う資料の全点移動を無事終了さ
せ、移送先での保存管理体制を構築した。
●１１，２１０点の資料を新規Web公開し、次年度の公開に備え、およそ５万７０００点の資料情報を確認、
３万８０００カットの写真撮影を行い公開に備えた。全点公開に向けさらなる体制整備が必要である。

評価指標 公開画像点数　１１，２１０点

●常設展示室に出展していた２，０００点に及ぶ博物館資料をはじめ、展示ケースや模型、備品など、大
量の物品を計画通り移設した。合わせて改修後の常設展示の展示計画を策定した。
●ソウルとパリで国際交流展示を開催し成功を収めた。また、メディア等と協業し、令和５年度から7年度
まで、館外にて実施する当館企画の巡回展示の計画を策定することができた。
●館内の学芸員・司書にリニューアル・オープン後の展覧会の企画を募集し３８名より提案を受け、令和８
年度に特別展として実施する２本を選定した。この他の企画案に関して精査を進め、以降の計画を策定す
る予定である。

評価指標 常設展示改修後計画の策定、R5～R７年度巡回展、R8年度特別展の実施計画策定

●移動博物館事業として、ワークショップ１９件を実施。視覚障害の学級が２件、知的障害の学級１件を含
む実施を通じ、教育現場の需要や知見を得ることができた。また、常設展示をインターネット上で公開する
ドローン映像や、ゲームエンジンを通して新たな博物館体験を提案する「ハイパー江戸博」などの公開で
注目を集めた。
●他館の事例調査や移動博物館事業を通じて収集した情報をもとに、リニューアル・オープン後の教育普
及事業の骨子を定めた。今後は実施までの具体案を策定していく。

評価指標 移動博物館事業の満足度：１００％（満足：８７％　概ね満足：１３％）

●大規模改修工事中も施設管理や館外での事業等を円滑に遂行するため、必要な施設設備を検討して
リニューアル準備室を整備し、計画的に移転作業に取り組み、予定通りの期日に引越した。今後は令和６
年度の本館への移転に向けて準備を行う。
●オンラインショップで販売を継続するとともにリニューアオープン後のレストラン等について類似施設の
情報収集等により魅力的な付帯施設の在り方を検討した。
●展覧会や新規収蔵資料紹介など動画を効果的に使って計画的にＳＮＳで発信するなど、休館中の館の
事業等を幅広く発信した。また、デジタル媒体での使用に適したロゴへの改良の検討等を行った。

評価指標 リニューアル準備室を整備し、円滑な業務継続のために必要な機能移転を実現した。

●館員の研究活動の成果を『紀要』『史料叢書』『調査報告書』（英語版）の刊行物や「えどはくカルチャー」
などに反映させるとともに、館外の研究者と連携した調査研究も行い、江戸東京に関する研究センターと
しての学術的役割を果たした。
●外部倉庫への図書資料の移送を計画通りに実施し、リニューアル準備室での事前予約制による閲覧
サービスの試行を開始した。

評価指標
『紀要』『史料叢書』『調査報告書』（英語版）を刊行。図書資料移送実施。仮設事務所での閲覧サービスの
試行を開始。カルチャーのアンケートは、満足度94%と非常に高い結果であった。

●ソウル歴史博物館で「都市博物館と未来戦略」をテーマとして9月5日に開催された、19回目となる日中
韓3カ国4館の国際シンポジウムに副館長と専門調査員が参加し発表を行った。
●プラハで８月に開催された第２６回「ICOM」（国際博物館会議）にリモートで参加した。
●当館ならびに国立歴史民俗博物館が事務局館を務める「全国歴史民俗系博物館協議会」（歴民協）の
総会を7月に書面にて開催した。川崎市市民文化局からの依頼により、川崎市市民ミュージアム被災収蔵
品レスキュー支援の呼びかけを歴民協事務局から加盟館に行うとともに、連絡調整を行った。

評価指標
海外の14研究機関と研究成果物である『紀要』等の相互交換を行い、研究情報収集と発信を行った。機
関リポジトリを活用して『紀要』等を公開、発信し、国内外からのアクセスを可能とした。

評価指標

評価指標

基本方針 令和４年度達成目標

「指定管理提案書」に掲げた「6つの事業」に基づき、江戸東京博物
館の基本方針を以下のとおりとする。

1. 資料：歴史と文化の〈継承〉
(1) 61万点の「江戸博コレクション」を都民のかけがえのない文化遺産
として、未来の都民へと継承すべく大切に保管する。
(2) 東京2020大会に関わる資料を積極的に収集し、その「レガシー」と
してアーカイブ化を促進する。
(3)大規模改修について、収蔵品の計画的な搬出等、着実に準備を進
める。

2. 展示：歴史と文化の〈発信〉
(1) 常設展示を中心として、豊富な実物資料や精巧な複製・模型を活
用し、またICT技術を駆使した多面的な展示解説などによって様々な層
に対し「江戸東京の歴史と文化」の多彩な魅力を発信する。
(2) 特別展は、江戸東京という都市史を主題とした当館の固有性に基
づき、質が高く魅力にあふれ、オリジナリティあふれる企画を開催する。

3. 教育：歴史と文化の〈学舎〉
これまでの教育普及事業を発展させていくとともに、子供・高齢者・外

国人・障害者と対象を絞り、「少子高齢化」や「成熟社会」の到来など、
時代の要請に応じた新たな教育普及プログラムを開発のうえ実践す
る。

4. 運営：歴史と文化の〈拠点〉
「３S方針」（Safety:安全・安心、Service:おもてなし、Sense of Wonder:

感動する博物館）を堅持する。とりわけ、災害やテロ対策をはじめとす
る「危機管理」については、最優先の課題として全館を挙げて取り組
む。

5. 研究：歴史と文化の〈究明〉
江戸東京学の研究センターとして、「江戸東京の歴史と文化」をテーマ

とする調査研究を促進し、その成果を展示をはじめ、さまざまな事業に
反映させ都民へ還元する。

6. 交流：歴史と文化の〈展開〉
(1) 北京首都博物館・ソウル歴史博物館・瀋陽故宮博物館と、国際シ
ンポジウム、学芸員の相互派遣、交流展等の国際交流を引き続き促進
する。
（2）東京都の姉妹友好都市をはじめ、世界の主要都市に所在する博物
館において交流展を開催する等、更なる交流を推進する。
また、国際博物館会議を国際交流促進の場として捉え積極的に活用
し、江戸東京博物館のプレゼンスを向上させていく。
(3) 両国・深川地域の文化施設、区、関連機関等との連携を強化し、
地域の活性化や各施設の回遊性を高める取り組みを行う。

1

資料：歴史と文化の<継承>
●「江戸東京の歴史と文化」を国内外に発信できる資料の収集を行うとともに、「江戸博コレクション」を適切に管
理保管する。
●収蔵資料の全件公開に向けて、デジタルアーカイブスを充実させるため、資料データの整備を促進する。
●大規模改修工事に伴い外部倉庫への資料移送を着実に実施し、外部倉庫において資料を適切に保管する。

デジタルアーカイブスでの公開画像点数

2

展示：歴史と文化の<発信>
●大規模改修工事に伴い常設展示室の改修工事及び展示準備を行い、リニューアル・オープン後も「江
戸博コレクション」を最大限に活用できる展示計画を策定する。
●休館中もたてもの園や他の博物館において、質の高い展覧会を開催するための準備を行う。
●リニューアル・オープン後の魅力的な展覧会の計画を策定する。

常設展示及び展覧会計画の策定

3

教育：歴史と文化の<学び舎>
●博物館へのアクセスが難しい対象に向けて、クリエィティブ・ウェルビーイング・トーキョーとして移動博物館を
実施する。
●リニューアル・オープン後の教育普及事業、ボランティア制度の計画を策定する。

教育普及事業の満足度

5

研究：歴史と文化の<究明>
●「えどはくカルチャー」の実施や紀要、史料叢書などの刊行物をとおして、調査研究の成果を広く都民に還元す
る。江戸東京の歴史と文化の独自性を比較・検討するため、国内外の博物館等と連携し調査研究を行う。
●大規模改修工事の準備のため、外部倉庫への図書資料の移送を着実に実施するとともに、リニューアル準備
室での開室ならびに閲覧サービスの準備を行い、都民サービスの継続を図る。

刊行物の出版、図書資料の移送とリニューアル準備室における開室準備、カルチャー受講者の満
足度

4

運営：歴史と文化の<拠点>
●大規模改修に伴う事務室機能の移転について取組み、計画的かつ効率的に実施する。
●お客様の安心・安全を第一として、ショップやレストランをはじめあらゆるミュージアムシーンにおいて、おもてな
しと感動を与え続ける博物館であるために、リニューアルオープンに向けた準備を着実に進めていく。
●オンラインコンテンツの更なる充実をはじめ綿密な広報戦略を展開するとともに、「江戸博ブランディング」を構
築しつつ、休館中においても江戸博の魅力を国内外に広く発信する。

大規模改修に伴う機能移転の実施

6

交流：歴史と文化の<展開>
●都民はもとより世界各地の人びとの注目を集めるべく、江戸東京博物館が持つ豊富な情報を広く深く発信す
る。
●江戸東京博物館を、両国→墨田→東京→日本の文化発信の拠点としてさらに定着させる。
●アジアや欧米の主要都市の博物館・美術館との文化交流、人的交流、展覧会をはじめ、さまざまな事業の実
施をとおして促進する。

国際的なプレゼンスの向上（海外の研究者や研究機関との研究交流件数）

7

8

Ａ

　大量の収蔵資料の撤去・移動、外部での保管、保存環境の維持等、困難な作業を緻密な計画と組織全体の連携によって、事故なく安全に遂行しつつあることは高く評価できる。その一方で、質の高い海外展示の実現や資
料情報のデジタル化、「ハイパー江戸博」等のデジタルコンテンツの作成・情報発信、ワークショップなど、十分すぎる活動をおこなっている。他館ではなかなか行えていない紀要や叢書の英語版の刊行は注目される。
　上記のほか、博物館の根幹的機能としてのコレクション・調査研究の充実させつつ、さらに東京都の「クリエイティブ・ウェルビーイング・トーキョー」への対応等、今後の博物館に求められる課題に積極的に挑戦し、博物館
の社会的役割の維持・発展に大きな成果を挙げることができている点も高く評したい。また、リニューアルに向けて、各部署が新たな改善案を策定し、実施に向けた準備を行っていことも評価できる。
　施設のリニューアルに向かう特異な状況において、着実な事業の遂行と新たなチャレンジを両立させ成果を挙げることができる背景には、財団との連携による中長期的目標の設定（ガバナンス）、設定された目標のしっか
りとした共有と実施組織の構築（マネジメント）、それぞれの職員の役割を理解した実務の遂行（オペレーション）が、しっかりと機能している証であり、江戸博のこれまでの取組みの蓄積の成果といえよう。
　デジタルの活用等コロナ禍における工夫を一過性のものとせず、今後の運営に積極的に取り入れるとともに、休館中の事業・運営の成果がリニューアルオープン後の江戸東京博物館の事業・運営に反映されるように期待
している。

Ａ：目標を十分に達成し、成果を上げている
Ｂ：目標を概ね達成している
Ｃ：目標を十分に達成しておらず、改善が必要である

総合的な所見（自己評価の総評）

令和4年度から７年度中（予定）までの長期休館に入り、展示資料搬出や大型模型の解体作業、リニューアル準備室への移転など本格工事の準備を計画的に進めた。この間も、海外での国際交流展、たてもの園や東京都美術館を会場とした「えどはくカルチャー」、ソウル国際シンポジウム、地元
墨田区や江東区の文化施設で伝統芸能公演事業、紀要・「江戸博NEWS」の刊行等、各種事業を継続。また、工事に伴う搬出の様子をSNSに掲載するなど、休館中においても江戸博の活動を発信しプレゼンスを維持した。収蔵資料デジタル化やスマホアプリ「ハイパー江戸博」の開発継続、新規
事業「えどはく移動博物館」の開始や様々な調査活動も実施し、リニューアル後の新生江戸博へ向けた準備を着実に進めた。
本館施設を利用できないという特殊な環境の中、職員全員がリニューアル・オープン後はこれまで以上の多くのお客様に来場いただきたいという気持ちを持って、創意工夫しながら業務に取り組んできた。

外部評価 評定結果 総括的な意見（総評）

H31年度
実績値

R2年度
実績値

R3年度
実績値

R4年度
基準値

R4年度
実績値

観覧者数（人） 1,132,272 376,009 420,254

-
自主事業等参加者

数 （人） 84,437 25,541 37,324 97,174

-
デジタルアーカイブ
ス（公開資料画像

数）
29,090 51,745 15,783 11,210

ホームページアク
セス件数 7,303,328 5,069,646 6,077,768 1,469,111

参考目標値

※R４年度基準値は、提案書の基準値

参考目標値











【東京都庭園美術館】 令和４年度目標達成シート

成果と課題（評価指標の結果も含めた成果、分析、評価、課題、対応）

重要文化財である旧朝香宮邸本館を適正に維持管理し、良好な状態を保ちつつ公開に努めた。
茶室・庭園に関しても、本館同様文化財としての視点から適正な維持管理に努め、必要に応じて
関係諸機関等と協議しつつ修復や樹木の剪定等を実施した。また、当館の沿革や特徴を広く紹
介するため、アール・デコ期のデザイン画や図案集と朝香宮家旧蔵資料をそれぞれ購入により
収集し、コレクションの充実に努めた。また、収蔵品情報の公開に向けたデータベース整備作業
にも注力した。

評価指標 新規収蔵作品・資料数3点（購入3点）、旧蔵家具資料状態調査および修復3点実施

令和4年度建物公開展（受託事業）として「建物公開2022 アール・デコの貴重書」展を開催し、こ
れまでほとんど公開する機会がなかった当館収蔵の書籍資料類をメインに据えた展示を行っ
た。このことで、旧朝香宮邸が建設された当時の歴史的・文化史的背景や、アール・デコに関す
るさまざまな情報をより広範に伝えることができ、来館者の理解を深めつつ、より多彩な情報を
提供することができた。

評価指標 入場者数32,297人（一日平均733人）、満足度91.3%

令和4年度企画展として「蜷川実花 瞬く光の庭」展、「旅と想像／創造 いつかあなたの旅になる」
展、「交歓するモダン 機能と装飾のポリフォニー」展を開催した。第一線で活躍する現代作家と
のコラボレーションにより実現した現代美術展から、コロナ禍のなかで「旅」を再考する独自企画
のアンソロジー展、装飾性と機能性との関係を豊富な作品資料から考察的に紹介する近代デザ
イン展と、当館の環境特性を活かした多彩な展示を実現した。

評価指標
展覧会評：「奇想のモード」５件（朝日新聞他）、「旅と想像／創造」展２件（東京新聞他）、「機能と
装飾のポリフォニー」２件（公明新聞ほか）

茶室「光華」を活用した季節毎の茶会を実施したほか、親子を対象とした「こども茶会」や、茶室
の建築に焦点を当て、専門家を講師に招聘してのトークイベントを開催した。また、初心者とこど
もを対象とした茶会ガイド「茶室光華にようこそ」を作成し、体験イベントを開催した。「交歓するモ
ダン 機能と装飾のポリフォニー」展ではジュニアガイドを作成し、展示内容を分かりやすく解説し
た。スクールプログラムの充実にも努めた。

評価指標
季節の茶会計4回（計207人参加）、体験イベント5回（計157人参加）、スクールプログラム9校12
回

庭園活性化策の一環として、芝庭を会場とした音楽鑑賞イベント「ガーデンコンサート」及び、文
化財庭園の歴史的沿革や見所などを解説しつつ巡る「ガーデンツアー」を実施した。また、旧門
衛所をショップ兼情報コーナーとして整備し、妹島新館長監修によるランドスケープをテーマとし
た小展示も開催し、旧宮家の邸宅を美術館として活用する当館ならではの、新たな鑑賞体験の
提供に努めた。

評価指標 ガーデンコンサート1回（430人参加）、ガーデンツアー2回（計35人参加）

当館をハブとした地域連携と文化交流を目的に、茶室を活用した新規事業「光華倶楽部」を試行
的に実施した。港区内に所在する大使館と高校にそれぞれ働きかけ、両者が当館の茶室を会場
に、茶会を通じて相互理解と交流を図る場を提供した。高校生による大使館職員への呈茶と、返
礼としての高校生の大使館訪問というユニークな構成で、庭園と茶室を活用した今後の展開に
新たな可能性を見出す契機とすることができた。

評価指標 光華倶楽部1回（41人参加）

昨年度に引き続き、障害のある方のための特別鑑賞会及び親子ベビーカーツアーを実施し、さ
まざまな課題を有する方々にも美術鑑賞の機会を提供するよう努めた。今年度はさらに「蜷川実
花」展の会期中、乳幼児を連れた来館者向けの新企画「ベビーデー」を試行し、誰でも気兼ねな
く美術鑑賞ができる環境の創出に努めた。また、「やさしい日本語」を用いたダイバーシティープ
ログラムにも取り組んだ。

評価指標

障害のある方のための特別鑑賞会4日間（計112人参加）、親子ベビーツアー3日間（計85人参
加）、ベビーデー1日（136人参加）、「やさしい日本語」を用いたダイバーシティープログラム2回
（計18人参加）

評価指標
3Dオンラインビューイングの配信（建物公開展）、インスタライブの実施（蜷川実花展）、オンライ
ンギャラリートーク（各展覧会毎）、美術館講座の実施計4回

基本方針 令和４年度達成目標

1 　歴史的建造物である本館の保存とその公開

２　装飾芸術に基づく新たな価値を今日の社会に活かす展覧会・各種
事業の実施

３　「歴史的建造物」、「装飾芸術」、「庭園」を三本柱とする文化的都市
空間の形成

４　あらゆる鑑賞者に開かれた美術館の実現

東京都庭園美術館は、本館が昭和8年（1933）に建築されたアール・デ
コ様式の歴史的建造物であることから、昭和58（1983）年の設立以来、
その「保存」と「活用」を運営方針としてきました。
　保存の面では、開館を期に本館の修復作業に着手し、また毎年、

アール・デコ様式の調査研究を兼ねた「建物公開展」を開催してきまし
た。その成果のひとつとして、本館は平成27年（2015）に、国の重要文
化財「旧朝香宮邸」に指定されています。
　活用の面では、アール・デコという言葉が、「装飾芸術」（建築、デザ

イン、工芸、家具、美術等に表れる装飾性）を意味するフランス語に由
来することから、これまで国内外の美術作品を、主として装飾芸術の観
点から取り上げる展覧会を企画してきました。
 　平成２６（2014）年の新館改築を機に、館の運営方針には、「新たな
価値の創造」が加えられました。これによって庭園美術館の展覧会事
業には、今日の視点で装飾芸術を創造する芸術家の作品を展示するこ
とが加わりました。
　このほかに東京の文化の魅力の創造と発信に寄与するために、装飾
芸術の価値を今日の社会に生かすという視点から、庭園の活用事業を
はじめとして、さまざまな教育普及事業にも取り組んでいきます。
 　以上の経緯により、庭園美術館は、重要文化財である「旧朝香宮邸」
の保存と公開を基盤に、装飾芸術の力によって、東京という都市のこれ
からの課題である多文化共生、環境問題などに対応し、すべての都民
の心を豊かにする場となることを目指していきます。

1

旧朝香宮邸の適正な維持管理及び調査研究
・文化財としての旧朝香宮邸本館・茶室を、緑あふれる庭園とともに適切に維持管理しつつ、歴史的沿革や建

築史・美術史的特徴など調査研究を通してその価値を高めていきます。

 旧朝香宮邸関係やアール・デコ様式を中心とした装飾芸術に関するアーカイブ構築を目指した資
料の収集を行い、適切な文化財維持管理や質の高い建物公開事業を行う基盤を整える。

2

建物公開展を通し、旧朝香宮邸の価値の発信
・旧朝香宮邸に関する調査研究の成果を反映した「建物公開展」を開催し、貴重な文化遺産に親しみつ
つ後世に継承するための契機とします。

建物公開展の入場者数　満足度

3

装飾芸術をテーマの主軸とした企画展を通し、優れた作品等の鑑賞機会の提供
・アール・デコ様式の原点である「装飾芸術」の観点から幅広いジャンルの多様な表現を採り上げ、新たな価値の
創出へと繋げます。　・当館の空間特性を活かし、先端的表現や新たな展示手法の導入を通じて国内外の装飾
芸術を魅力的なかたちで紹介します。

庭園美術館の基本方針に基づく学芸員の独自の視点で企画した展覧会に対する専門家による展
覧会評の数

5

ユニークな空間特性を生かし、豊かな文化的体験の場を提供
・緑豊かな庭園の中に本館建物や茶室、レストラン、ショップが点在するユニークな環境を活かし、「美術館＝展
覧会鑑賞の場」という既成概念に捉われない、多様で豊かな文化的体験の場を提供します。

ガーデンコンサート、近代都市邸宅の庭園について等、庭園レクチャーを実施するなど、多様で豊
かな文化的体験の場を提供していく。

4

建物や庭園などの文化資源を活用した教育普及等の事業の実施
・本館に施された装飾をテーマとしたワークショップや、庭園・茶室を活用した各種イベント等の開催を通じ、文化
財の価値や意義を楽しく理解できるよう工夫します。

建物や展覧会鑑賞用の独自のガイドブックを活用した学校連携の実施。参加したクラス数

6

庭園を活用し、地域連携事業や交流の場を提供
・近隣他施設や組織と連携し、庭園での茶会、ワークショップ等の開催を通じて、地域連携や交流の場を提供し
ます。

庭園を活用した地域交流事業

7

共生社会を指向する事業と施設管理
・クリエイティブ・ウェル事業の実施や施設のバリアフリー化を通じて、様々な人々に広く鑑賞機会を提供していき
ます。

クリエイティブ・ウェル・プロジェクトの取り組み、参加者の満足度

8

様々な媒体を通し、美術館活動を国内外に発信
・アール・デコの装飾が良好に保たれた、世界的にも貴重な建造物である「旧朝香宮邸」を美術館とするユニー

クな特性を活かした当館ならではの取り組みを、様々な媒体を通して広く国内外に発信します。

A 
重要文化財の歴史的建造物という恵まれた資源を持ちながら、それを守るということだけでなく、新しいことにチャレンジし、「攻めの姿勢」が際立つ1年だった。新しいことを立ち上げると、その展開となるこの
２～３年はとても大事だと思う。一方で、今年度の展覧会はとくにそうだったが、庭園美術館はスペシャリストがいてこそ成り立っている。人事異動のことは何とも言えないが、スペシャリスト、人材育成も大事
にしてほしい。この美術館はやはり他にはない特徴をもった空間であり、だからこそ他館とは違う特有のあり方を目指すべきだと思う。そういう意味で、全体的にいい方向に向かっている。美術館はもはや展
覧会だけではない。さまざまな事業や建物管理も含めて、充実したとても良い1年だった。

Ａ：目標を十分に達成し、成果を上げている
Ｂ：目標を概ね達成している
Ｃ：目標を十分に達成しておらず、改善が必要である

「建物公開2022 アール・デコの貴重書」展会場を360度3Dカメラ（Matterport）で撮影し、デジタル
アーカイブ化を図るとともに、当館HP上でオンライン配信することで、会期終了後も継続して鑑賞
できるよう配慮した。また、「蜷川実花」展では会場内から担当学芸員によるインスタライブを実
施したほか、展覧会毎にオンライン配信によるギャラリートークを実施した。さらに、昨年度まで
の館長講座に代わり新たに美術館講座を開講し、内外の講師による多彩なテーマでの情報発
信に努めた。

オンラインで展覧会会場を記録した動画等独自コンテンツの発信

総合的な所見（自己評価の総評）

コロナ禍による各種の制約に悩まされた昨年度から一転し、今年度は感染症と共存しつつ、いかに活動の幅を拡げられるかが課題となった一年だった。事前予約制による混雑緩和策や、入館時の検温・手指消毒など感染予防・拡大への取り組みを継続しつつ、展覧会そのものや庭園・茶室を活用した
各種関連事業・イベントの充実に努めた。まさに職員が一丸となって創意工夫した結果、年度内に開催した各展覧会はそれぞれ独創的で唯一無二の内容とすることができ、当館らしさを最大限に発揮することができた。関連映画の上映やジュニアガイドの作成など、当館担当者の発案による巡回展の
内容充実策に加えて、展覧会場からのインスタライブ配信やゲストを迎えてのオンラインギャラリートークの実施など、意欲的な情報発信も特筆に値する。また、大使館と高校生との交流イベント「光華倶楽部」の実施やベビーデーの試行など、地域連携や共生社会の実現に向けた各種事業にも積極的
に取り組み、それぞれ成果を収めることができた。運営面でも妹島和世新館長を迎え、館内外の回遊性を高めつつ、新たな鑑賞体験の創出に向けた整備計画が始動するなど新たな展開が見られた。こうした多彩な活動を下支えしているのは、重要文化財「旧朝香宮邸」を良好な状態に保ちつつ、文化
施設として活用するために必要な日常の建物維持管理業務ほかの諸業務であるが、これらについても担当者の尽力により円滑に遂行できた。開館40周年を迎える令和5年度を前に、たいへん充実した一年とすることができたと自負している。

外部評価 評定結果 総括的な意見（総評）

H31年度
実績値

R2年度
実績値

R3年度
実績値

R4年度
基準値

R4年度
実績値

観覧者数（人） 145,360 100,473 123,886 <185,000> 151,537

137,500 -
庭園のみ入場者

数（人） 57,733 49,401 39,110 64,104

61,200 -
自主事業参加者

数（人） - 806 1,009 3,389

参考目標値

参考目標値

※R４年度基準値は、提案書の基準値
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